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入試問題の「基礎」とは何か

入試問題の「基礎」というのは，入試問題を解くときに使う知識のことです。

この知識をもっていないと，その入試問題は解けません。

ある入試問題の解説を見ても理解できないときは，その問題そのものの解き方ではなく，その問

題を解くときにどんな知識を使うのかが理解できていないことが多々あります。

山形県の「１次関数」の出題ジャンル

この辺の事情を，具体例でみてみましょう。

山形県公立高校入試(数学)の３番問題，つまり「１次関数の応用問題」は，動点と面積，

ダイヤグラム，水量変化の３つのジャンルから９０％以上が出題されています。

このうち，圧倒的に出題されるのが「動点と面積」の問題です。

ちなみに，最近１０年間の「１次関数」の出題問題のジャンルは，次のようになっています。

・平成２７年度 動点問題（体積と面積）

・平成２８年度 速さの問題（追いかける問題）

・平成２９年度 動点問題（重なる部分の面積）

・平成３０年度 動点問題（長方形の辺上を移動＝三角形の面積を求める）

・平成３１年度 水量変化の問題（階段状立体／給水の問題）

・令和２年度 動点問題（重なる部分の面積）

・令和３年度 速さの問題（ダイヤグラムの問題）

・令和４年度 動点問題（体積と面積）

・令和５年度 動点問題（重なる部分の面積）

・令和６年度 動点問題（三角形の面積）

ご覧のように，最近１０年間の「動点と面積」の問題は７０％の出題率になっています。

配点が２０点ほどですので，この問題が解けないと，レベルの高い高校には合格できません。

３番問題を確実に解くには，どんなタイプの問題が出題されても解ける「基礎」の力を身につけ

ておく必要があります。

数専ゼミの動点問題の「基礎」学習

では，動点問題の「基礎」とは何か。どのようにして身につけたらいいのか。

数専ゼミの動点問題の「基礎」を身につける学習プログラムを紹介しましょう。

中学数学２年 「１次関数／動点と面積」の学習計画
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３．１次関数の利用 《数専ゼミのプリント№》問題数

§２ 動点と面積の問題

(1) 平面図形の周上を動く点 №３１(１／７)～(７／７) ７題

長方形の周上を動く点

三角形の周上を動く点

台形の周上を動く点

◇発展問題＿ №３１ｓ(１／３)～(３／３) ３題

平行四辺形，台形の周上を動く点

線分がつくる面積

(2) 立体の辺上を動く点 №３２(１／３)～(３／３) ３題

四角柱の辺上(三角形の面積を求める)

三角錐の辺上(三角形の面積を求める)

(3) 特殊問題(重なる部分の面積) №３３(１／４)～(４／４) ４題

◇発展問題＿ №３３ｓ(１／３)～(３／３) ３題

軸上を移動する点

問題数合計 ２０題

上で紹介した動点問題の「基礎」問題２０題を解けるようにすると，入試に出題された問題はほ

ぼ解けます。（いくつかの特殊な解法テクニックは，過去問を学習することで学べます。）

今回は，№３１の全教材を紹介します。（→ Link：｜Essay_880｜基礎教材）

（→ Link：｜中２数学・１次関数「学習計画書」｜）

■上の動点問題の「基礎」は，数専ゼミに入塾すれば，いつでもで学ぶことができます。

無料体験学習からどうぞ。お電話でお申込み下さい。(TEL 023-633-1086)

■市販問題集には，動点問題はほんの一部のジャンルの問題が２～３題載っているだけです。

それだけを学習しても，とても入試の動点問題を解く力など身につけることはできません。

【資料】 令和６年度入試問題（山形県）

次の問題は，令和６年度の１次関数の入試問題です。「動点と面積」のジャンルの問題です。

★２０２４年(令和０６年)度★ 得点［ ／２２点］

図１のように，大きな長方形から小さな長方

形を切り取った形をした図形があり，ＡＢ＝６

㎝，ＢＣ＝１２㎝，ＣＤ＝４㎝，ＤＥ＝８㎝で

ある。また，点Ｇは辺ＢＣ上にあってＢＧ＝４

㎝である。点Ｐは，Ａを出発し，毎秒１㎝の速

さで，辺ＡＦ，ＦＥ，ＥＤの順に辺上を動き，

Ｄに到着したところで停止する。点Ｑは，点Ｐ

と同時にＣを出発し，毎秒２㎝の速さで，線分

ＣＧ上を動き，Ｇに到着したところで停止する。

このとき，それぞれの問いに答えなさい。
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図１
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１ 図２のように，３点Ｂ，Ｐ，Ｑを結び，△ＢＰＱをつくる。点ＰがＡを出発してから

χ秒後の△ＢＰＱの面積をｙ㎝２として，点Ｐ，Ｑがどちらも停止するまでのχとｙの

関係を表にかきだしたところ，表１のようになった。あとの問いに答えなさい。

(1) χ＝３のときのｙの値を求めなさい。 （３点／Ｂ）

(2) 表２は，点Ｐ，Ｑがどちらも停止す

るまでのχとｙの関係を式に表したも

のである。 ア ～ ウ にあてはまる数

または式を，それぞれ書きなさい。

また，このときのχとｙの関係を表

すグラフを，図３にかきなさい。

(次のページ)

（ア～ウ ３点×３＝９点／Ｃ）

（グラフ ４点／Ｂ）

表１
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表２

χの変域 式

０≦χ≦４ ｙ＝ ア

４≦χ≦ イ ｙ＝ ウ

イ ≦χ≦１４ ｙ＝８

ｙ(㎝２)

χ(秒)
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２ 図４のように，点Ｐが辺ＥＤ上にあるとき，

点ＰとＱを結ぶ。

次は，点Ｐが辺ＥＤ上にあるときにわかるこ

とを表したものである。 エ ， オ にあては

まる数を，それぞれ書きなさい。

（エ，オ ３点×２＝６点／Ｃ）

線分ＰＱが，図１の図形の面積を２等分するのは，点ＰがＡを出発してから

エ 秒後であり，このときのＰＱの長さは， オ ㎝である。

【注】入試問題は，「山形新聞」（令和６年３月８日付）からの転記です。

なお，問題全体のレイアウト，図形とグラフは，数専ゼミで独自に作成したものです。

山形県高校入試受験指導５０年の歴史をもつ

数専ゼミ・山形東原教室
〒９９０－００３４ 山形市東原町二丁目１０番８号

ＴＥＬ：（０２３）６３３－１０８６ ／ ＦＡＸ．（０２３）６３３－１０９４

メールアドレス： suusen@seagreen.ocn.ne.jp
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